
　

母
校
百
周
年
記
念
事
業

は
基
本
計
画
を
策
定
し
、

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
事

業
基
金
の
募
集
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

来
る
百
周
年
は
、
母
校
・ 

当
工
業
会
に
と
っ
て
創
立

以
来
の
大
事
業
と
な
り
ま

す
。
ど
う
か
趣
旨
を
御
理

解
い
た
だ
き
、
募
金
に
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
重

ね
て
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

十
月
某
日
、
天
気
晴
朗
の
佳

日
、
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
で
七
名

の
熟
女
の
方
々
に
参
集
頂
き
、

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
テ
ー
マ
は
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
と
い
う
こ
と
で
、
色
々
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
効
薬
に
な
る
効
果
的
な
対

応
策
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

興
味
深
い
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
方
に
「
今
一
番
し

た
い
事
は
何
で
す
か
」
と
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、「
エ
ス
テ
」

で
す
よ
、
と
の
こ
と
。

　

旅
行
と
か
、
食
べ
歩
き
、
温

泉
等
を
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、

見
事
に
外
れ
で
し
た
。
残
念
。

　

男
性
会
員
諸
氏
、
参
考
に
な

り
ま
し
た
か
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
彼
女
達
は

誰
で
し
ょ
う
、
さ
く
ら
セ
ブ
ン

全
員
正
解
さ
れ
た
方
に
は
、
素

晴
ら
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
ま

す
よ
。　

ご
期
待
下
さ
い
。

　

全
然
、
ワ
カ
リ
マ
セ
ー
ン
と

言
わ
れ
る
方
に
ヒ
ン
ト
で
す
。

　
　
　
　
　

Ｅ
47

　
　
　
　
　
　

Ｈ
・
Ｆ

　
　
　
　
　

Ｃ
33

　
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｔ　

Ｓ
・
Ｎ

　
　
　
　
　

Ｃ
34

　
　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｔ

　
　
　
　
　

Ｃ
45

　
　
　
　
　
　

Ａ
・
Ｋ

　
　
　
　
　

Ｃ
53

　
　
　
　
　
　

Ｍ
・Ｕ

　
　
　
　
　

Ｃ
54

　
　
　
　
　
　

Ｍ
・
Ｈ

　
　
　
　
　

事
務
局
で
、
お
待

ち　
　
　

し
て
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
六

日
㈫
、
母
校
体
育
館
に
お
い
て
、

生
徒
及
び
保
護
者
を
対
象
と
し

た
進
路
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

当
会
関
西
支
部
長
の
山
本
英
昭

氏
が
講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
本
氏
は
昭
和
六
十
年
電
気

科
を
卒
業
さ
れ
、
現
在
は
産
業

用
省
力
化
自
動
機
器
の
デ
ザ
イ

ン
及
び
、
設
計
を
専
門
と
す
る

㈲
ウ
ィ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
経
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
講
演
は
自
身
の

学
生
時
代
の
メ
モ
リ
ー
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
、
聞
き
手
の
興

味
を
そ
ら
さ
ず
、
話
題
を
次
々

に
提
供
さ
れ
る
展
開
に
、
思
わ

ず
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
力
強
く
夢
に
向
か
っ
て
邁

進
す
る
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

人
生
の
進
路
を
考
え
る
と
き
、

参
考
と
な
る
講
話
で
し
た
。

　

他
方
、
山
本
氏
は
バ
イ
ク

チ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
鈴

鹿
８
耐
へ
懸
け
る
情
熱
も
披
瀝

さ
れ
た
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
も
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
面
で
も
生
徒

諸
君
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢

献
さ
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

前
号
で
寮
誌
「
彩
沢
」
を
提

供
頂
い
た
件
を
ご
報
告
し
ま
し

た
が
、
今
号
で
は
貴
重
な
資
料

で
あ
る
そ
の
寮
誌
の
内
容
の
一

部
を
、
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
十
四
号
（
昭
和
三

十
八
年
発
行
）「
巻
頭
言
」
と

し
て
三
年
生 

市
川
隆
雄
氏
が
、

次
の
よ
う
に
格
調
高
く
述
べ
て

い
ま
す
「
産
業
革
命
以
来
二
百

年
、
今
日
の
科
学
の
進
歩
を
当

時
の
誰
が
想
像
し
得
た
で
あ
ろ

う
か
。
特
に
工
業
界
に
お
け
る

機
械
化
は
実
に
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
る
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
上
に
立
つ
べ
く
常
に
頭
脳
を

休
め
る
暇
も
な
い
我
々
は
、

い
っ
た
い
心
の
オ
ア
シ
ス
を
ど

こ
に
求
め
た
ら
い
い
の
か
、
ま

た
工
高
生
に
不
足
し
が
ち
な
豊

か
な
情
操
を
身
に
つ
け
、
幅
広

い
視
野
を
持
つ
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
と
き
、
我
々
は
文
学
、
芸

術
等
の
人
間
的
ゆ
と
り
を
与
え

る
も
の
の
必
要
性
を
痛
感
す

る
」

　

ま
さ
に
工
業
人
と
し
て
生
き

る
に
は
、
文
学
・
芸
術
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
の
哲
学
的
考

察
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
思
考
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
共
に
寮
に
学

び
絶
好
の
人
間
形

成
の
場
を
与
え
ら

れ
て
い
る
我
々
は

も
っ
と
自
分
の
個

性
を
伸
ば
し
、
味

の
あ
る
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
人
間

に
な
る
よ
う
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
結
ん

で
い
ま
す
。

　

二
年
生 

久
富
鉄
夫
氏
の「
帰

省
路
」
で
は
、
柳
井
市
平
郡
へ

帰
省
す
る
船
中
で
の
感
慨
が
記

さ
れ
て
お
り
、「
船
は
行
手
に

対
し
て
忠
実
で
す
。
決
し
て
よ

り
道
な
ぞ
し
ま
せ
ん
。
荒
れ
狂

う
大
時
化
に
も
、
ど
ん
な
大
き

な
波
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
も
行
手

に
対
し
て
絶
対
ひ
る
み
ま
せ

ん
」
と
鋭
い
直
観
を
述
べ
て
お

り
、
こ
の
航
路
は
「
長
い
人
生

の
縮
図
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
、

僕
も
こ
の
船
の
よ
う
に
自
分
の

行
手
に
忠
実
で
あ
り
た
い
」
と

決
意
の
一
端
を
を
覗
か
せ
て
い

ま
す
。

　
「
浴
場
施
設
の
設
計
と
管
理
」

上
田
健
二
舎
監
と
三
年
生　

大

野
義
昭
氏
の
共
作
で
、
こ
れ
は

寮
改
築
時
に
理
想
的
な
浴
場
を

設
置
し
よ
う
と
計
画
し
た
が
、

市
販
品
は
予
算
の
三
倍
と
選
定

に
困
難
を
来
し
た
こ
と
で
、
寮

独
自
の
外
釜
式
ボ
イ
ラ
ー
設
置

の
経
緯
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
種
の
法
規
制
を
ク
リ
ア
ー

し
、
燃
料
を
選
ば
ず
、
気
缶
士

資
格
が
不
要
で
、
工
高
生
の
実

地
教
材
に
役
立
つ
も
の
を
目
指

し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ボ
イ
ラ
ー
の
よ
う
に
熱
移
動

を
伴
う
場
合
は
、
簡
便
な
理
論

式
と
表
を
工
学
便
覧
か
ら
引
用

す
れ
ば
基
本
的
な
設
計
に
役
立

つ
こ
と
と
、
昔
か
ら
の
風
呂
焚

き
の
コ
ツ
で
張
り
水
は
最
小
限

に
し
て
、
煮
え
湯
近
く
ま
で
焚

き
、
冷
水
を
加
え
て
湯
加
減
に

合
わ
す
の
が
早
く
湧
い
て
燃
料

が
少
な
く
て
す
む
秘
訣
と
の
話

を
参
考
に
し
て
、
計
算
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

完
成
時
の
卒
業
式
朝
、
舎
監

自
ら
暗
い
う
ち
に
起
き
ら
れ
朝

風
呂
を
焚
き
、
溢
れ
る
湯
に
芳

香
を
入
れ
て
祝
福
と
、
寮
生
の

協
力
と
労
苦
に
報
い
た
と
、
暖

た
か
な
温
か
い
話
が
付
け
加
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

母校百周年事業に協力を！
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平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計

画
と
し
て
、
組
織
の
充
実
と
強

化
・
広
報
活
動
の
推
進
・
文
化

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推

進
・
母
校
生
徒
支
援
事
業
・
地

域
行
事
等
へ
の
参
加
を
掲
げ
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
等
の
活
動
状
況
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

１
．
組
織
強
化
活
動

　

① 

学
年
幹
事
会
の
支
援

　

新
学
年
幹
事
の
増
員
、
幹
事

と
の
交
流
会
を
実
施
し
、
幹
事

会
の
支
援
・
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

  

平
成
二
十
七
年
度
幹
事
紹
介

　
（
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
卒
）

　
　

野
上 

晃
一
（
Ｍ
Ｈ
27
）

　
　

久
行 　
晴
（
Ｍ
Ｈ
27
）

　
　

齋
藤 

涼
太
（
Ｓ
Ｈ
27
）

　
　

縄
田 

康
平
（
Ｓ
Ｈ
27
）

　
　

有
馬 

隆
翔
（
Ｉ
Ｈ
27
）

　
　

山
﨑 

彩
太
（
Ｉ
Ｈ
27
）

　
　

青
井 

竜
馬
（
Ｃ
Ｈ
27
）

　
　

石
丸 　
大
（
Ｃ
Ｈ
27
）

　
　

藤
原 

雄
大
（
四
Ｍ
Ｈ
27
）

　
　

山
田 

光
志
（
四
Ｍ
Ｈ
27
）

　

学
年
幹
事
交
流
会

　
　
平
成
二
十
七
年
十
月
十
七
日

　
　

下
松
工
業
会
館

　
　

参
加
者
八
名

　

②
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
（
女
子
会
）

　
の
育
成
・
充
実

　

十
月
三
十
一
日
会
合
を
開

き
、藤
本
代
表
含
七
名
が
出
席
。

地
道
に
拡
大
の
努
力
を
し
て
行

く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。

２
．
母
校
生
徒
支
援
活
動

　

本
年
度
も
母
校
生
徒
支
援
活

動
と
し
て
、育
英
奨
学
金
事
業
・

文
化
体
育
活
動
支
援
事
業
・
助

成
金
の
交
付
・
庭
木
剪
定
作
業
・

母
校
面
接
練
習
指
導
・
母
校
体

育
祭
へ
の
参
加
等
、
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

①
母
校
体
育
祭
に
参
加

　

九
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
母

校
体
育
祭
に
河
村
会
長
含
五
名

の
会
員
が
参
加
し
、
体
育
祭
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

②
文
化
体
育
活
動

　
助
成
金
支
援
活
動

　

平
成
二
十
七
年
九
月
十
八
日

母
校
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
助

成
金
を
交
付
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
、
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
、
吹
奏
楽
部
に
交
付
、

そ
の
他
、
柔
道
部
、
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
部
、
卓
球
部
、
弓
道
部
、

に
支
援
。

　

③
母
校
面
接
練
習
指
導

　

九
月
十
四
・
十
五
日
二
日
間
、

生
徒
の
就
職
活
動
の
為
、
面
接

試
験
に
向
け
て
面
接
練
習
の
指

導
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

参
加
者

　
　

林 　
通
生　
（
Ｍ
32
）

　
　

早
川 

昭
男　
（
Ｅ
38
）

　
　

栗
田 

一
郎　
（
Ｃ
40
）

　
　

山
上 

雅
弘　
（
Ｃ
48
）

　
　

山
本 

英
昭　
（
Ｅ
60
）

　

④
庭
木
剪
定
作
業

　

十
一
月
十
五
日
母
校
正
門
付

近
の
庭
木
剪
定
作
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

大
木
さ
ん
、
中
津
井
理
事
を

は
じ
め
、
母
校
の

先
生
、役
員
の
方
々

の
ご
協
力
の
よ
っ

て
、
大
変
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
で
は
、

庭
木
の
剪
定
作
業

は
毎
年
継
続
し
て

行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

高
所
で
の
剪
定
、

剪
定
し
た
廃
材
の

運
搬
処
分
、
全
般

に
亘
っ
て
の
清
掃

作
業
等
、
一
日
作

業
に
な
り
、
多
く

の
人
手
が
必
要
と

さ
れ
、
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
幅
広

く
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者

栗
田 

一
郎　
理
事

佃　

 

俊
之　

副
会
長

槌
尾 

博
之　

専
務
理
事

藤
田 

文
明　

理
事

中
津
井 

均　

理
事

中
村 

明
夫　

理
事
（
母
校
）

濵
谷 

和
昌　

監
事

蔵
田 

幸
男　

監
事

三
牧 

義
明　

下
松
支
部

大
木 

孝
行　

剪
定
協
力
者

倉
重 

泰
夫　
（
母
校
）

保
見 　
隆　
（
母
校
）

島
津 

辰
彦　
（
母
校
）

西
本 　
利　
（
あ
す
な
ろ
工
業
）

３
．
地
域
行
事
へ
の
参
加

　

①
五
月
十
七
日
北
斗
町
自
治
会

　
清
掃
作
業
へ
参
加

　

当
日
は
下
松
市
内
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
の
日
で
、
市
内
自
治
会
の

清
掃
、
河
川
の
清
掃
等
が
行
わ

れ
る
中
、
会
員
三
名
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

②
が
ん
ば
ろ
う
日
本
フ
ェ
ア
ー

　
の
後
援

　

平
成
27
年
３
月
15
日
開
催

福
岡
支
部

　

福
岡
支
部
長　

福
田 

忠
義

　

福
岡
在
住
者
六
十
名
ば
か
り

な
の
で
す
が
当
日
参
加
者
は
八

名
本
部
に
加
え
て
上
田
校
長
も

参
加
頂
き
ま
し
た
。
工
業
会
の

活
動
報
告
の
後
校
長
か
ら
情
報

電
子
科
作
成
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
六
分
）

で
「
母
校
現
状
」
報
告
電
気
科

の
校
舎
が
新
築
中
の
パ
ネ
ル
も

沢
山
見
え
ま
し
た
が
、
来
年
に

は
完
成
の
予
定
と
か
「
実
習
棟

は
ど
こ
へ
行
っ
た
の…

？
「
採
択

寮
が
な
い…

」「
ス
タ
ン
ド
が
な

い…

！
」
自
分
の
卒
年
は
忘
れ

大
騒
動
。
校
長
か
ら
は
「
来
年

も
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
持
っ
て
ま

い
り
ま
す
」
と
嬉
し
い
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
応

援
歌
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
山

工
応
援
歌
」「
行
進
曲 

山
工
健

児
の
歌
」
を
大
合
唱
「（
爆
唱

の
方
が
正
し
い
で
し
ょ
う
か
）

再
会
を
固
く
約
束
、
散
会
し
た
。

　
次
回
の
開
催
は
平
成
二
十
八
年

十
一
月
五
日（
土
）ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
小
倉
十
二
時
〜
新
し

い
参
加
者
が
で
き
ま
す
様
ま
た

知
り
合
い
に
声
を
か
け
て
頂
き

ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
在
住
者
で
成
り

立
っ
て
い
る
東
京
支
部
の
総
会

は
例
年
通
り
同
会
の
事
務
長
の

計
ら
い
で
霞
が
関
ビ
ル
内
に
あ

る
東
海
大
学
友
会
館
（
35
階
）

で
あ
っ
た
。

　

出
席
者
は
二
十
五
名
参
加
で

十
二
時
三
十
分
よ
り
開
催
の
運

び
と
な
り
、
土
谷
同
支
部
長
よ

り
「
年
１
回
集
ま
る
せ
っ
か
く

の
機
会
な
の
で
旧
交
を
温
め
て

頂
き
た
い
と
」
挨
拶
。

　

河
村
正
浩
会
長
は
二
〇
二
一

年
の
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け

た
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。
上
田
晃
久
下
松
工
業

校
長
は
今
春
の
卒
業
生
の
進
路

状
況
や
部
活
動
な
ど
在
校
生
の

活
躍
を
紹
介
。
ま
た
母
校
在
校

生
の
編
集
に
よ
る
学
校
の
歴
史

や
現
在
の
様
子
を
撮
影
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
懐
か
し
み
な
が
ら
鑑
賞

し
た
ほ
か
、
個
々
の
近
況
報
告

ま
た
ア
カ
ペ
ラ
で
の
歌
謡

シ
ョ
ー
と
な
り
、
最
後
に
藤
田

文
明
同
会
理
事
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
校
歌
ま
た
上
田
校
長
の
エ
ー

ル
と
な
り
、
楽
し
く
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
総
会
と
な
っ
た
。

　

尚
、
東
京
支
部
総
会
に
つ
い

て
は
、
翌
日
の
山
口
新
聞
に
開

催
の
模
様
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
支
部
総
会
開
催

　

広
島
支
部
総
会
は
、
広
島
駅

北
口
の「
ひ
ろ
里
」に
お
い
て
平

成
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
支

部
会
員
十
二
名
、
本
部
役
員
二

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
西
方
事
務
局
長

の
軽
妙
な
司
会
と
、会
場「
ひ
ろ

里
」
店
主
松
本
氏
の
手
に
な
る

極
上
の
日
本
料
理
に
よ
り
、和

や
か
な
懇
親
の
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

広
島
支
部
の
生
み
の
親
で
今

尚
、
か
く
し
ゃ
く
と
し
た
姿
勢

で
端
坐
し
て
お
ら
れ
た
瀬
尾
氏

が
印
象
的
で
し
た
。

大
島
支
部
総
会
の
開
催

　

暖
冬
に
よ
り
過
ご
し
や
す
い

日
々
が
続
く
十
二
月
十
二
日
、

周
防
大
島
町
の
中
心
部
土
居
地

区
に
位
置
す
る
「
お
侍
茶
屋
」

に
て
当
地
大
島
支
部
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
よ
り

副
会
長
、
専
務
理
事
の
参
加
を

頂
き
総
員
十
三
名
で
の
総
会
と

な
り
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の

は
、「
乾
杯
」
の
直
後
、
会
場

係
員
よ
り
、「
只
今
十
九
時
五

分
で
す
、
飲
み
放
題
は
今
か
ら

二
時
間
で
す
」
と
の
時
間
確
認

が
あ
り
、
誠
実
な
営
業
方
針
に

感
服
し
ま
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
色

溢
れ
る
、
お
魚
料
理
の
美
味
し

い
お
店
で
し
た
。
是
非
み
な
さ

ん
も
ご
利
用
下
さ
い
。
宴
席
で

は
寮
生
活
や
、
通
学
時
の
思
い

出
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
堪
能
し
ま
し
た
。
次
回
の

再
会
を
約
束
し
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
み
な
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

柳
井
支
部
総
会
に
参
加
し
て

Ｃ
34　

藤
田 

圭
子

　

下
松
工
業
会
の
柳
井
支
部
総

会
に
は
、
い
つ
も
楽
し
く
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
総

会
の
案
内
が
届
く
の
が
楽
し
み

で
す
。
開
催
時
期
は
、
毎
年
二

月
の
最
終
土
曜
日
で
、
今
年
平

成
二
十
七
年
は
二
月
二
十
八
日

で
し
た
、会
場
は
柳
井
市
の「
ベ

ル
ゼ
」
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
総
会
の
一
番
の
楽
し
み
は
、

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
」
で
す
。

こ
れ
は
会
費
以
外
に
、
皆
様
の

寄
付
と
ス
ポ
ン
サ
ー
の
方
の
協

力
に
よ
っ
て
素
晴
ら
し
い
賞
品

が
あ
る
の
で
す
。

　

一
等
は
自
転
車
、
二
等
は
蘭

の
鉢
植
え
、
三
等
以
下
に
は
地

元
特
産
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
、

用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
私

も
、
今
迄
に
旅
行
カ
バ
ン
、
自

転
車
、
そ
の
他
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と

で
、
こ
れ
が
皆
様

に
と
っ
て
も
、
最

大
の
楽
し
み
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

総
会
は
堅
苦
し

く
な
く
、
皆
さ
ん

和
気
藹
藹
と
楽
し

く
歓
談
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
参
加

さ
れ
た
こ
と
の
な

い
方
、
是
非
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

総
会
は
、
毎
回

三
十
名
程
度
の
参

加
が
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
で
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　

私
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
38　
陸
上
部
有
志
会

　

平
成
27
年
３
月
29
日

　

下
松
市　

和
食
処
原
田

　

参
加
者　

六
名

　

幹　

事　

池
永
・
西
村

　

五
十
二
年
振
り
の
再
会
者
も

あ
り
、
社
会
人
と
な
っ
て
の
環

境
変
化
報
告
、
当
時
の
練
習
や

試
合
の
思
い
出
の
花
が
咲
い
た
。

　

古
希
を
過
ぎ
て
も
会
社
経
営

や
、
県
陸
上
審
判
員
、
各
地
区

で
の
役
員
を
務
め
て
等
、
頑

張
っ
て
い
る
話
で
会
は
盛
り
上

が
り
、
予
定
の
三
時
間
は
ま
た

た
く
間
に
過
ぎ
て
行
き
、
大
変

有
意
義
な
一
日
で
あ
っ
た
。

Ｍ
34　
ク
ラ
ス
会

　

平
成
27
年
４
月
22
・
23
日

　
「
姫
路
」

　

参
加
者　

二
十
一
名

　

幹　

事　

廣
永 

龍
男

　

世
界
遺
産
「
姫
路
城
」
見
学

を
兼
ね
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
た
。

　

当
会
は
夫
婦
同
伴
と
し
た
と

こ
ろ
、
五
組
の
同
伴
者
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
総
勢
21
名
と

今
迄
に
な
い
多
く
の
参
加
者
と

な
っ
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

姫
路
城
の
見
学
も
、
ま
た
ク
ラ

ス
会
も
大
変
盛
り
上
が
り
、
有

意
義
な
会
と
な
っ
た
。

　

当
日
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

と
こ
ろ
、
今
後
も
一
年
毎
に
開

催
す
る
運
び
と
な
り
、
次
回
は

東
京
で
今
回
同
様
に
夫
婦
同
伴

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

我
々
Ｍ
34
卒
は
当
年
後
期
高

齢
者
の
仲
間
入
り
の
歳
と
な
り
、

後
何
回
ク
ラ
ス
会
が
出
来
る
か

判
ら
な
い
が
、
社
会
へ
迷
惑
の

か
か
ら
な
い
自
立
生
活
が
出
来

る
様
、
健
康
に
留
意
し
て
行
こ

う
と
誓
い
合
っ
た
。

福岡支部

地
域
支
部
紹
介

「
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　
　
母
校
で
講
演

さ
く
ら
ク
ラ
ブ

　
　
女
子
会
開
催

寮
誌「
彩
沢
」詳
報

活
動
状
況
報
告

東京支部

大島支部

趣　意　書

１ 記念事業計画
　⑴ 記念式典　　　　　　  　　（平成33年11月予定）
　⑵ 同窓会記念祝賀会　　 　　 （平成33年11月予定）
　⑶ 100周年記念ゴルフコンペ　（平成33年10月上旬）
　　　中須ゴルフ倶楽部
　⑷ 記念事業
　　　①母校教材等の充実　　　　　　　500万円
　　　②記念講演　　　　　　　　　　　150万円
　　　③諸事業・事務費　　　　　　　　150万円
　　　④創立100周年記念史　　　　　　500万円
　　　⑤下松工業会館のリニューアル　1,000万円
　
２ 募金計画
　⑴ 募金目標額　　　　　　　　　　　2,300万円
　⑵ 募金額　　　　　　　　　１口  2,000円以上
　⑶ 募金期間
　　　平成25年7月10日～平成33年3月末日まで
　　　尚、１人、１万円程度を目標としており、毎年、
　　　積立方式でご協力いただけると幸甚です。

事　業　計　画

事 業 募 金 状 況

420万円
2,300万円
目標／
（平成27年12月現在）


